
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる － －
やや良くなる 衣料品専門店（店長） ・価値ある商品の値下げに消費者の反応が良く、消費者心理

を刺激することで今後の売上回復が期待できる。
家電量販店（店長） ・年度末にかけて、エコポイント効果で関連商品の売上が増

加する。
変わらない 商店街（代表者） ・景気回復の兆しはみあたらず、当分厳しい状況が続く。

商店街（代表者） ・消費を喚起させる明るい話題はなく、経済不安が払しょく
されない限り景気の回復は望めない。

一般小売店［書籍］
（経営者）

・高等学校授業料無償化などの来年度予算の執行に売上増加
を期待するものの、雇用の状況やデフレ傾向による景気の悪
化が懸念され、先行きは不透明である。

一般小売店［スポーツ
用品］（経営者）

・発売前に期待された商店街のプレミアム付き商品券は売上
に直接効果がなく、子ども支援策などの景気対策もあまり期
待できない。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・季節的な影響はあるものの、消費者の必要最低限の買物は
期待できる

百貨店（広報担当） ・円高、株安、デフレ傾向などによる先行き不安から、消費
者の節約志向が続く。

百貨店（売場担当） ・プレセールで見込んだ得意客の売上を回収できるか不透明
であり、初売りのフリー客が近年減少傾向にあることや、天
候の影響を受けることから、当分厳しい状況が続く。

百貨店（経営者） ・価格引下げによる正価販売比率の低下など、デフレの傾向
が続いており、先行き不安は今後も続く。

百貨店（経営者） ・景気対策の具体的な形が出てくるまで、状況の変化は期待
できない。

百貨店（販促担当） ・すでに消費者の関心は年明けのセールに移っており、対応
した施策を打ち出すため、セールでは前年並みの売上が期待
できる。

スーパー（店長） ・メーカーや部門担当者は努力するものの、高額商品が敬遠
され、低価格商品しか売上につながらないため、今後も来客
数、１品単価共に低迷する。

スーパー（店長） ・低価格な品ぞろえをしている競合店が消費者に支持されて
おり、今後も消費者の低価格志向が続く。

スーパー（店長） ・景気回復の兆しはなく、状況の変化は期待できない。
スーパー（総務担当） ・年始から悪天候が予想され、福袋以外は厳しい状況が続

く。来年度予算の効果に期待するものの、雇用の悪化が続
き、製造業の回復も弱いことから、今後も消費に大きな影響
を与える要因はみられず、底割れの懸念も払しょくできな
い。

スーパー（営業担当） ・求人倍率の低下など地方の景気は悪く、デフレ宣言後は消
費者の生活防衛意識が強まっているため、買い控えは一段と
強まる。

コンビニ（エリア担
当）

・一部の業界では景気が回復しているものの、来店客の様子
から消費マインドの変化は感じられない。

コンビニ（店長） ・子ども手当以外の政策や公共事業が不透明で、個人消費に
効果が出るのは時間がかかるため、小売業は当分厳しい状況
が続く。

衣料品専門店（経営
者）

・春先にかけて制服などの季節商材は売れるものの、その他
の商品は売上が低迷する。

衣料品専門店（経営
者）

・政権交代による景気回復に期待するものの、先行き不透明
感が強まっており、消費者の様子見は当分続く。

衣料品専門店（経営
者）

・景気が良くなる要素は全くない。

衣料品専門店（総務担
当）

・消費者は最低限必要な物しか購入せず、来店客はあるもの
の買物につながらない。

家電量販店（店長） ・衝動買いをする客が減少しており、小額商品でも必要に迫
られた物以外は支出を抑える傾向が続いており、景気は当分
変わらない。健康器具コーナーのマッサージ機を試す客は絶
えないものの、成約には至らない。

乗用車販売店（経営
者）

・環境対応車への補助金が延長されるため、今後の需要期も
新車販売は期待できる。一方、暫定税率廃止が見送られたた
め、中古車販売や点検整備の需要は低迷する。

乗用車販売店（経営
者）

・環境対応車への減税や補助金が延長されることから、当分
は新車の売上には期待できる。

家計
動向
関連



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

乗用車販売店（経営
者）

・環境対応車への補助金延長により新車の問い合わせは増加
傾向にあるものの、成約台数は低迷しており、また受注の多
くを低価格車が占めるため、収益の改善には時間がかかる。

乗用車販売店（従業
員）

・環境対応車への補助金が延長されたため、駆け込みの商談
は減少する。

住関連専門店（経営
者）

・初売りなどでイベントの予定はあるものの、来客数の増加
は見込めない。

住関連専門店（経営
者）

・客層が高齢者中心で先行きに不安があるため、厳しい状況
は当分続く。

その他専門店［呉服］
（経営者）

・固定客による呉服の売上は見込めるものの、一見客は売上
につながらない。

その他専門店［酒］
（営業担当）

・取引先では営業を強化する計画もあるが、景気の先行きが
不透明であり、春先までは様子見が続く。

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・価格競争の激化で利益の少ない状況が続き、景気が回復す
る材料はみあたらない。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・需要期にある原油価格はしばらく高値安定が続くものの、
景気の低迷で価格転嫁が難しく、さらに暖冬傾向が続けば需
要の増加も期待できない。来年度予算に期待するものの、消
費マインドは低迷しており、当分景気の回復は見込めない。

高級レストラン（支配
人）

・政権交代に抱いた期待は少しずつ薄れ、消費マインドが回
復する兆しはみられない。

一般レストラン（ス
タッフ）

・日経株価に見られるような大企業は徐々に回復しているも
のの、一般的な消費者はボーナスが減額されており、来客数
の増加は期待できない。

その他飲食［弁当］
（スタッフ）

・郊外の大型流通店に客が流れているため、来客数の低下が
懸念される。

観光型ホテル（経営
者）

・お祝いや趣味の会合などは先行予約があるものの、企業の
予約が低迷している。

タクシー運転手 ・乗客からは失業や就職内定率などの不景気な話が多く、景
気の回復には当分時間がかかる。

通信会社（営業担当） ・先行きは不透明であり、景気回復の兆しはみられない。
通信会社（営業担当） ・景気回復の要因がみあたらない。
通信会社（営業担当） ・経済対策が具体的に実施されても、景気改善までには時間

がかかる。
通信会社（営業担当） ・景気が良くなる材料がみあたらない。
通信会社（営業担当） ・景気対策などの先行きが不透明である。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・新規開店した低価格の飲食店には集客を期待するものの、
既存店では呼び込みが必要なほど来客数が減少しており、商
店街全体の来客数は減少する。

商店街（代表者） ・政治状況は安定せず、公共料金値上げや補助金削減などの
先行き不安から、商店街の景気は悪くなる。

一般小売店［酒］（経
営者）

・今後も消費者の節約傾向が続き、年度末にかけて高額酒類
の売上は悪くなる。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・消費者の行動は既に節約をはるかに越えた水準にあり、今
後消費者の買物は一段と慎重になる。デフレが進むと、景気
は更に厳しくなる。

百貨店（売場主任） ・景気の低迷により、消費者がますます消極的になり衣料品
の買い控えを強めるため、単価の値下げに迫られる。

百貨店（営業担当） ・先行きの不透明さから、二番底を懸念して消費マインドが
低下する。

スーパー（経営者） ・下落している１品単価の回復には時間がかかる。
スーパー（店長） ・消費者の節約志向や生活防衛型消費が強まるため、既存店

の売上は前年割れの傾向が続き、今後更に厳しくなる。
コンビニ（経営者） ・新規導入のプライベートブランド食品で新規の客層は取り

込めたものの、客単価、買上点数の低迷が懸念される。
コンビニ（経営者） ・景気や個人所得の回復は当面期待できず、今後消費者の購

買意欲は弱まる。
衣料品専門店（経営
者）

・ボーナス減額の影響は大きく、衣料品の節約はますます強
まっていく。

衣料品専門店（店長） ・所得の減少により消費者の生活防衛意識は強くなり、消費
者の様子から売上の改善は当分期待できない。

衣料品専門店（店長） ・デフレ傾向が続いてマザーニーズの商戦は期待できず、春
物が本格化するまで売上は低迷する。

家電量販店（店長） ・景気の先行きが不透明で、商品単価の低下や所得の減少な
どのデフレ傾向が強まる。



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

乗用車販売店（経営
者）

・環境対応車への減税や補助金の効果が続くため、当分新車
販売台数は悪かった前年を大きく上回るものの、ハイブリッ
ド車や低価格車など利幅の薄い車種への人気が高く、受注動
向は予断を許さない。

住関連専門店（経営
者）

・今後も景気の良くなる条件がみあたらない。

その他専門店［酒］
（経営者）

・政治や経済への不安から、消費者の買い控えが続く。ま
た、地域的に降雪量が街のにぎわいにつながるため、降雪の
少なさは景気の不安要素になる。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・政府の景気対策の遅れにより、景気は一層悪化する。

一般レストラン（経営
者）

・例年に比べて繁華街の人通りや来客数が減少傾向にあり、
当分厳しい状況が続く。

一般レストラン（支配
人）

・新型インフルエンザ流行が続き、地域経済が回復する明る
い兆しはみられない。

スナック（経営者） ・来客数が低迷しており、この傾向から年明け後は一段と厳
しい状況が予想される。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・消費者の財布のひもは固く、得意先の営業でも値引き交渉
や行事の取りやめが増えている。

観光型旅館（経営者） ・円高の影響で海外旅行者が増加する一方で、デフレの傾向
が強まり、来客数、客単価共に悪化する。

都市型ホテル（経営
者）

・宴会や新年会の予約はあるものの、消費者は金額にシビア
なため、今後も客単価は低下する。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・新型インフルエンザの影響もあり、各種会合の開催数、参
加者数共に予約が減少傾向にある。

旅行代理店（店長） ・先行受注は、前年に比べて国内旅行が18％の減少、海外旅
行が14％の減少と、前年割れの状況となっている。富裕層の
得意客やリピーターへの営業を強化しているものの、景況感
の低迷が予想されるため、効果はあまり期待できない。

タクシー運転手 ・景気悪化により消費者の財布のひもは固くなり、客の乗り
控えが続く。

観光名所（職員） ・個人客の減少傾向と予約が前年を下回っているため、売上
の悪化が予想される。

遊園地（経営者） ・子ども手当などの政策効果に期待したいが、節約志向など
の消費トレンドは当分続く。

美容室（経営者） ・デフレや政府の消費刺激策の効果に対する先行き不透明感
が広がっている。

住宅販売会社（従業
員）

・住宅に関しては安定した受注の見通しは立たない。

悪くなる 商店街（代表者） ・消費者の節約志向が強まり、寿司などのぜいたく品の市場
は停滞する。

一般小売店［茶］（経
営者）

・ボーナスが出た消費者でも周囲を気にして買物を控える傾
向が強まっており、飲食店などの来客数は減少傾向が続く。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・低価格志向が更に強まり、客単価、売上共に落ち込みが予
想される。

一般小売店［雑貨］
（企画担当）

・ボーナス減額による先行き不安や企業の経費節減により、
一段と消費マインドが低下する。

百貨店（経営者） ・販売不振に対応した値下げは、デフレ傾向が強まるととも
に企業の収益悪化と体力を奪うため、景気は一段と悪化す
る。小売業界、消費者共に危機感が蔓延して、消費マインド
は当分回復しない。

スーパー（経営者） ・失業率の上昇やボーナスの減額など消費者は厳しい状況に
あり、１品単価、売上共に前年を下回る傾向が続く。

スーパー（経営者） ・政府による景気対策は効果がみられず、デフレスパイラル
の懸念が続くことから、年度末にかけて生活防衛型消費の傾
向が強まる。

スーパー（店長） ・買上点数は前年を上回るものの、来客数、１品単価共に前
年を下回る傾向が続いており、売上の厳しい落ち込みが予想
される。

コンビニ（経営者） ・失業者の増加や就職先が見つからないため、地方の景気は
悪くなる。

コンビニ（経営者） ・競合店の出店により、来客数の減少が懸念される。
コンビニ（エリア担
当）

・セール品の拡販など店舗の努力では限界があり、来客数、
客単価共に今後も悪化が続く。

衣料品専門店（店長） ・景気の低迷で就職浪人が増加するため、フレッシャーズ商
戦の売上は期待できない。



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

その他専門店［パソコ
ン］（経営者）

・商品の性能よりも低価格品を支持する傾向が強く、利幅の
薄い製品ばかりが売れても利益につながらないため、経営は
今後一段と厳しくなる。

その他専門店［靴］
（経営者）

・景気回復のきっかけはみあたらない。

高級レストラン（経営
者）

・海外の特需以外に期待できるものがなく、街中の雰囲気か
ら景気は悪いままで推移する。

一般レストラン（経営
者）

・例年に比べて売上の減少が続いており、今後も回復の見込
みが立たない。

一般レストラン（経営
者）

・景気や経済の動向から良くなる兆しがみられず、今後は悪
化する。

一般レストラン（経営
者）

・来店客は周囲の工場で働く労働者が多く、リストラなどの
危機感を強めているため、今後は一段と財布のひもが固くな
る。

観光型旅館（経営者） ・観光や旅行に対するマインドが急速に落ちており、正月以
降の低調な予約状況からは、一段と厳しい売上が予想され
る。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・中心部にある老舗デパートや知名度のある書店の撤退によ
り、同エリア内の当ホテルでもレストランなどで来客数の減
少が懸念される。

タクシー運転手 ・病院などの公共施設周辺では安定した乗客が見込めるもの
の、それ以外では乗客が拾えない厳しい状況が続く。

良くなる － －
やや良くなる 建設業（経営者） ・年明け後のリフォーム工事や新築工事の受注が増えてい

る。
広告代理店（経営者） ・蒲鉾業者などから年明け後の発注が増加傾向にあり、また

高速道路料金引下げの効果で年度決算が前年を上回る企業が
ある。

金属工業協同組合（職
員）

・コストダウンの要請は厳しいものの、２～３か月は半導体
関係、医療関係共に好調が続く。

変わらない 食料品製造業（経営
者）

・景気の悪化が続き、土産物屋やレストランでは来客数、販
売量共に低迷する。

食料品製造業（総務担
当）

・秋に発売した新商品の動きは期待外れで、税改定などの業
界関係の動きもないため、景気は当分変わらない。

食料品製造業（総務担
当）

・販売経費の増加と価格競争が続くため、当分収益は低迷す
る。

木材木製品製造業（経
営者）

・住宅需要の回復に時間がかかるため、当分販売価格は低迷
する。

一般機械器具製造業
（経理担当）

・当面先行きの不透明感は続くものの、前年から続く最悪期
からは回復している。

建設業（従業員） ・当分、景気対策の様子見が続く。
輸送業（経営者） ・荷主の物量が増加する計画はない。
金融業（営業担当） ・景気の大きな変化要因はみあたらない。
金融業（広報担当） ・今後３か月の景気は、方向性を変える材料がない。
広告代理店（経営者） ・デフレの状況は続き、景気が好転する材料がない。
司法書士 ・景気対策の影響が少ないため、今後も不動産取引は横ばい

で推移する。一方、活況を示した過払い金請求は、債務整理
の一巡により落ち着きを取り戻してくる。

公認会計士 ・公共工事の減少や消費者の支出抑制等、２～３か月で経営
環境が改善する要素がみあたらない。

やや悪くなる 農林水産業（従業者） ・政府の戸別所得補償制度が示されたものの、詳しくはまだ
不透明な部分もあり、先行きに不安がある。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・大手企業では事業規模を縮小しており、その影響による中
小企業の受注減が予想される。

建設業（企画担当） ・一部業界に明るい兆しがあるものの、全体的には模様眺め
の状態で設備投資の動きがなく、建設業界には当分厳しい期
間が続く。

通信業（営業担当） ・得意先からの厳しい条件提示に対応するため、社内の経費
削減に迫られており，今後も予断を許さない状況が続く。

悪くなる 農林水産業（従業者） ・なしやりんごが豊作となったため、前年同様に原価割れの
懸念があり、農家の景気は一段と厳しくなる。

出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・受注量の減少や業者間の受注価格競争が激しく、取引先の
業績も悪化しており、今後は収益、売上共に一段と厳しくな
る。

広告業協会（役員） ・流通、情報通信、電力など広告費の減額が見込まれ、さら
に広告市場が縮小傾向にあることから、広告業界の厳しさは
強まる。

企業
動向
関連



分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

コピーサービス業（経
営者）

・年度末にかけて官公庁の発注増加に期待するものの、市場
動向からは悪化が予想される。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・小売店が年末の在庫を抱えており、小売店の経営は厳しさ
が強まる。

その他企業［企画業］
（経営者）

・取引先からは、年明け後も更なる値下げを求められてい
る。

良くなる － －
やや良くなる ○ ○
変わらない 人材派遣会社（社員） ・多くの取引先は派遣の減員を検討しており、派遣よりも給

料が安いパートへ採用を切替える傾向が強まっている。
人材派遣会社（社員） ・派遣先などで増産の計画はなく、また組織改編や労働者派

遣法見直しなどもあるため、派遣社員は厳しい状況が続く。

人材派遣会社（社員） ・求人数の増加と失業者数の減少が無い限り状況は変わらな
い。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・周辺の企業で設備投資や新たな事業の計画はなく、新規求
人を計画する企業は当分みあたらない。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・年末にかけて企業倒産が懸念される取引先に大きな動きは
ないものの、今後も企業活動は低調に推移する。

職業安定所（職員） ・冬期間の求人数は落ち込む傾向にあるものの、企業求人の
改善は期待できない。

職業安定所（職員） ・有効求人倍率は数か月横ばいで推移しているが、今後も注
視する必要がある。

職業安定所（職員） ・有効求人数は減少傾向が続いているものの、わずかながら
新規求人数が３か月ぶりに増加に転じたため、有効求人倍率
はわずかに上昇の兆しもみられる。

職業安定所（職員） ・景気対策が遅れており、先行き不透明感が広がっている。
職業安定所（職員） ・雇用形態の変化による求人数の減少など求人数が増加する

要因がない。
職業安定所（職員） ・景気が良くなる要素はみあたらない。

やや悪くなる アウトソーシング企業
（社員）

・仕事量は増加しているものの、契約金額の値下げ要請が強
まっているため、売上は悪くなる。

職業安定所（職員） ・雇用調整助成金の新規利用や相談件数が増加しており、特
に中小建設業者の申出が多く、国の新年度予算案でも公共事
業費が大幅に削減されるため、当分厳しい状況が続く。

職業安定所（職員） ・今後、正社員を対象とした解雇を計画している事業所があ
る。

職業安定所（職員） ・新規求人数が減少に転じ、前年に比べても減少傾向が続い
ている。新たに雇用調整を実施する企業からの相談が引き続
きあるほか、百貨店の閉店に伴う希望退職者の募集が始まっ
ている。

悪くなる 人材派遣会社（社員） ・年度末で派遣を終了する取引先が予想以上に増加し、新年
度向けの契約更新が難しく、企業の存続も危ぶまれる厳しい
状況が予想される。

雇用
関連


